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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 中区・西区における地域安全対策重点推進事業

11,102

900

防犯啓発事業費

事 業 費

　堺市全体では犯罪件数は減少傾向にあるものの、区別に分析する
と、中区及び西区内の街頭犯罪情勢が、大阪府内でも大変厳しい状況
にあることから、平成24年度より3ヶ年計画で両区内において重点的な
安全対策強化を図ることにより、安全・安心のまちの実現に寄与する
ことを目的とする。

地域安全推進事業（本庁）、地域安全推進事業（各区）、自治会活動推進事業

中区・西区の平成26年の街頭犯罪発生件数を平成
23年比30％削減をめざす。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 22,35429,730

3,000 0

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

0

0

4,230

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

22,354

主な要求内容 （単位：千円）

防犯灯設置事業補助金

14,000

市民協働事業費

29,73014,772

罪種別啓発資材、ワイヤレスアンプ

722 区民向け防犯啓発チラシ、ノボリ等

内容・積算等項目

平成24年度から3カ年事業として、区民や区内事業者等への広報啓発活動や防犯
イベントの開催の他、防犯灯や防犯カメラの増設等の環境整備など、総合的・重
点的に安全対策を実施してきたところ、街頭犯罪認知件数減少については、一定
の効果がみられるが、今後も気を抜けない状況である。最終年度である26年度も
引き続き総合的・重点的に安全対策を実施することで、より一層犯罪件数の減少
を図る。

25年度予算

平成24年度より事業を開始 平成26年度末　事業終了予定

【経過（～25年度）】 【26年度】

○区民の自主防犯意識を高めるための広報啓発活動
・ホームページやチラシ等を活用し、犯罪発生情報や防犯対策を区民
に発信する。
・ひったくり防止カバーや自転車盗難防止グッズ等を各種イベントな
どで配布する。
○防犯カメラの設置など犯罪を抑止する環境の整備
・犯罪の発生場所や発生時間帯等を分析し、公共施設等への防犯カメ
ラの増設を行います。
○犯罪が発生しにくいコミュニティづくり
・両区の住民により結成された住民組織を中心とする体制強化
・両区の組織を中心とした防犯活動の実施。（夜間まち歩き、SHSなか
じょまちづくりミーティング、大型店舗等でのキャンペーン）

事業目的

事業内容

整理番号 07 - 012

防犯カメラ設置費（市営住宅）

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

300

広報啓発事業費

6 局・課名 市民人権局・市民協働課
マスタープラン
３つの挑戦

マスタープラン

施策番号
1

区分
重点

(単位　千円)

100

防犯カメラ（公園） 4,230

6,3007,200防犯カメラ設置費（その他公共施設等）


